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川 崎 幸 病 院 循 環 器 内 科

新 任 医 師 の ご 紹 介

川崎幸病院 循環器内科の診療機能が充実します

川崎幸病院
心臓病センター
副センター長
循環器内科部長

桃原 哲也

■ 略歴

1989年3月 久留米大学医学部 卒業
1989年4月 東京女子医科大学 日本心臓血圧研究所
循環器内科に入局
1996年4月 公益財団法人 日本心臓血圧研究振興会 附属
榊原記念病院 循環器内科部長 内科系集中治療部門・部門長
2019年1月 川崎幸病院 着任

2005年4月から2年間：東京女子医科大学循環器内科学 非常勤講師
2014年4月から1年間：熊本大学循環器内科学・大学院 非常勤講師

医学博士、日本循環器学会認定専門医
日本心血管ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ治療学会専門医・指導医、施設代表医
日本内科学会認定医
日本経カテーテル心臓弁治療学会（JTVT）実施医、指導医（Core Valveｼﾘｰｽﾞ、SAPIENｼﾘｰｽﾞ）
プロクター（TAVI指導医）：ｴﾄﾞﾜｰｽﾞ ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ社、ﾒﾄﾞﾄﾛﾆｯｸ社

■ 認定資格等

いつもお世話になっております。

4名の新任医師が着任しましたので、改めまして当センター循環器内科のモットーを記載

いたします。

心臓病センターのモットーは、”医療を通じて社会貢献すること”です。”川崎幸病院で

治療を受けて良かったね、心臓は川崎幸病院だね” と患者さんと地域の先生方に思って

頂けることです。

また、それを実践するうえで”プロフェッショナルなチーム”、有機的で機能的なチームを

目指しています。重症例を含めたすべての循環器領域の疾患に対して、心臓外科とともに

最高のタッグを組んでいきたいと考えております。

今後とも宜しくお願い申し上げます。

虚血性心疾患、循環器領域の集中治療、冠ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ、TAVIを含めたstructural heart disease

■ 専門分野



循環器内科の新任医師のご紹介

■ 略歴

1998年 東京医科歯科大学医学部卒業

1998年 東京医科歯科大学附属病院 第一内科

1999年 日立総合病院 内科

2001年 青梅市立総合病院 循環器内科

2003年 武蔵野赤十字病院 循環器科

2004年 平塚共済病院 循環器内科

2020年 川崎幸病院 循環器内科

■ 学会認定・資格等

日本内科学会専門医

日本循環器学会専門医

日本心血管ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ治療学会専門医

■ 専門分野
心血管カテーテル治療

大西 隆行循環器内科副部長

はじめまして。2020年4月から勤務しております大西隆行と申します。1998年卒で循環器診療を続け

て参りましたが、経カテーテル大動脈弁植込み術TAVI等の構造的心疾患診療や更なる専門知識技

術の研鑽を目的に桃原哲也先生の下で働くため異動して参りました。これまで母校第一内科では平尾

見三先生、青梅市立総合病院では廣江道昭先生や大友建一郎先生、武蔵野赤十字病院では丹羽

明博先生、尾林徹先生、平塚共済病院では梅澤滋男先生、佐藤康弘先生、大西祐子先生にご指導

を頂き多くのことを学ばせて頂きました。前勤務地の平塚共済病院では16年間お世話になり、診療、

研究、教育、そして循環器救急に携わることができました。今回、神奈川県西部から東部地域に舞台

を移し、更に研鑽に励みたいと考えております。診療所や病院の先生方には、紹介や逆紹介など、病

診、病病連携でお世話になることが多々あるかと存じます。専門的見地に立った適切で安全な医療を

提供することはもちろんのこと、患者さんの視点に立った丁寧な診療を心がけて参ります。ご指導ご鞭

撻のほど宜しくお願い申し上げます。

■ 学会認定・資格等

米国内科専門医

米国循環器内科専門医

米国心臓超音波専門医

■ 専門分野
心血管カテーテル治療

安藤 智

２０２０年８月より川崎幸病院の循環器内科で勤務しております、安藤智（とも）と申します。日本で初期

研修を修了し、数年の循環器の勤務を経て、より良い医師を目指すべく米国での研修を志して、計７年

間米国で過ごしました。米国では広く内科と循環器を学び、一年間心臓カテーテルの研修を行いました。

帰国に当たり、米国での経験を日本の患者様に還元できるのに最適な環境を探してきましたところ、広く

心臓血管カーテル治療を施行しており、良い“ハートチーム”が確立されている川崎幸病院にて勤務さ

せていただくこととなりました。海外で医師として働いた経験を生かして、日本語よりも英語での診療をご

希望される患者様にも積極的に関っていきたいと思います。循環器疾患が疑われる患者様、または循

環器疾患に関しましての御相談には迅速に対応させていただきますので、電話、外来への紹介等、お

気軽に御相談ください。よろしくお願いいたします。

■ 略歴

２００７年 岐阜大学医学部卒業
２００７年 江南厚生病院初期研修
２００９年 江南厚生病院循環器内科医員
２０１３年 マウントサイナイ ベスイスラエルメディカルセンター 内科インターン

２０１４年 マウントサイナイ ベスイスラエルメディカルセンター 内科レジデント

２０１６年 デトロイトメディカルセンター 循環器内科フェロー
２０１９年 コロンビア大学 心血管インターベンションフェロー
２０２０年 川崎幸病院 循環器内科

循環器内科

2020.4.1着任

2020.8.1着任



治療実績（2016年度～2019年度）

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

冠動脈カテーテル検査（CAG） 1,517 1,576 1,663 2,335

冠動脈カテーテル手術（PCI） 592 566 581 727

うち）緊急PCI 129 119 84 137

TAVI ※94

末梢血管治療（EVT） 55 49 51 86

ペースメーカー植え込み術 57 43 57 73

植え込み型除細動器（ICD） 11 3 14 6

心臓再同期療法（CRT） 5 4 5 7

治療実績（2016年度～2019年度）

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

カテーテルアブレーション 219 270 284 491

うち）心房細動 154 199 227 416

循環器内科の新任医師のご紹介

■ 略歴

2013年 琉球大学医学部 卒業

2013年 琉球大学医学部附属病院 初期研修医

2017年 小倉記念病院 循環器内科

2020年 川崎幸病院 循環器内科

■ 学会認定・資格等

日本内科学会認定内科医

■ 専門分野
循環器、不整脈分野

山本 慧川崎幸病院 循環器内科

■ 略歴

2015年 帝京大学医学部卒業

2015年 新東京病院 初期研修医

2017年 静岡市立静岡病院 循環器内科専攻医

2020年 川崎幸病院 循環器内科

■ 学会認定・資格等

日本内科学会認定内科医

JHRS認定心電図専門士

■ 専門分野
循環器診療全般

小野 泰弘川崎幸病院 循環器内科

2020.4.1着任

2020.2.1着任

循環器内科の治療実績

■ 治療実績

■ アブレーション治療

※2019年4月より開始



循環器内科専門外来担当表 （2020年9月現在）

044-511-2112

川崎市幸区都町39-1

044-222-9259

川崎市川崎区日進町7-1

044-556-2722

川崎市幸区新塚越201番地

救急/入院
川崎市幸区大宮町31番27

代表

 044-544-4611
（24時間対応）

緊急を要する患者の紹介は
下記へご連絡下さい。

地域医療連携室直通

 044-544-4638

川崎幸病院常勤医：赤字

このような症状がある方は、ご紹介ください

■循環器内科 時間帯 月 火 水 木 金 土

大西 隆行 福永 博 高橋 英雄 福永 博 桃原 哲也 池田 篤史

▲齋藤 直樹 □小野 泰弘 ▲齋藤 直樹 渡邉 直 ▲川上 徹

渡邉 直 ○伊藤 賀敏 渡邉 直 渡邉 直

小山 智史 笹島 久司

齋藤 直樹 ◆○伊藤 賀敏 山本 慧 ▲川上 徹 桃原 哲也

和田 真弥 大関 敦子 渡邉 直 渡邉 直 羽鳥 慶

渡邉 直 鈴木 高明 塗木 裕也 辻 正樹 ■川上 徹

笹島 久司 滝口 洋 佐々木 法常

渡邉 直 ▲川上 徹 渡邉 直 ▲●齋藤 直樹

渡邉 直

川崎クリニック 午前 佐々木 法常 羽鳥 慶

午前 笹島 久司 上野 明彦 伊藤 正道

午後 笹島 久司 上野 明彦

■循環器系総合診療科 時間帯 月 火 水 木 金 土

午前 星野 公彦 星野 公彦 星野 公彦 星野 公彦 ○星野 公彦

午後 星野 公彦 星野 公彦 星野 公彦 星野 公彦
第二川崎幸ｸﾘﾆｯｸ

○2・4週のみ

第二川崎幸ｸﾘﾆｯｸ

▲不整脈外来

◆失神外来

■ペースメーカー外来

●1・3週のみ

○2・4週のみ

□1・3・5週のみ

午前

午後

夕方

さいわい鹿島田ｸﾘﾆｯｸ

外来診療は全て予約制となりますので、各施設へお問い合わせください。

ご紹介いただきたい症例について

胸痛や息切れ、動悸の方は是非ご紹介頂ければと考えております。

それに加えまして、先生方が循環器的に精査加療が必要と思われ

ている患者さんはご遠慮なくご紹介頂ければ幸いに存じます。


